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あらまし：本研究では，大学の講義における受講者の理解度を向上させるために，音声認識技術と AI
を統合して活用する教育モデルを提案する．このモデルは，教員の発言内容に基づいた重要なポイント

をリアルタイムで抽出し，自動的に要約することで，学習者が授業内容を効率的に反復し復習できるよ

うに設計されている．さらに，授業終了直前の質疑応答セッションでの学生の参加を促すために，質問

を生成したり，関連する分野での過去問を提示することにより，学習者の批判的思考や理解を深め，教

育効果の最大化と学生の学習体験の向上を目指す． 
キーワード：授業内容の自動要約, 授業内容の反復，質問スキルの向上 

 

 

1. はじめに 
近年，情報技術の発展に伴い，大学の講義におけ

る教育手法も大きな変革期を迎えている．受講生が

直面する主要な課題の一つは，限られた時間の中で

大量の情報を効率的に処理し，理解力を向上させる

ことにある．とくに，従来の講義スタイルでは，受

講生が授業中に発せられる重要な情報を見逃したり，

復習の際に重要なポイントを思い出せないという問

題がしばしば報告されている．また，大人が集中で

きる時間にも限界があり，授業中に教授が説明した

内容の何割かは，受講生が聞き逃している可能性が

あることにも留意しなければならない． 
このような状況を改善するため，本研究では，最

新の大規模言語モデルである ChatGPT-4に代表され
る AI を用いた教育モデルを提案する．その高度な
自然言語処理能力を活用して，授業中の重要なディ

スカッションや説明をリアルタイムでテキスト化し，

自動的に要約を生成することができる．これにより，

受講生は授業の要点を効果的に把握し，復習の際に

も重要な情報を容易に参照できるようになる． 
さらに，AIを利用して質問を自動生成することで，
授業終了時の質疑応答セッションにおいて受講生の

能動的な参加を促すこともできる．受講生は自身の

理解を深めるだけでなく，幅広い思考能力を養う機

会を得る．また，授業内容によくマッチする関連分

野の過去問題を活用することで，実践的な問題解決

能力の向上を図ることが可能となる． 
本研究で提案する教育モデルは，授業内容の自動

要約，質問スキルの向上，そして学習内容の反復に

より，受講生の学習体験を大幅に向上させることを

目指す．このモデルにより，受講生は授業の要点を

効果的に把握し，積極的な学習姿勢を養うことが期

待される．また，教員は受講生の理解度をより深く

把握し，教育内容の質を向上させることができる．

このモデルが有効であることを示す事例として，文

献(1)においても，自動ライティング評価技術が学習

者の能力向上に寄与することが示されている． 
 

2. 授業終了時の振り返りモデルの提案 
2.1 授業終了時の振り返りプロセス 
授業の終了時には，学習内容を振り返ることが重

要である．本研究では，音声認識ソフトウェアを使

用して授業の発話をリアルタイムにテキスト化し，

そのテキストを AI を用いて要約するプロセスを提
案する．この要約は，学生が授業の重要なポイント

を迅速に把握し，理解を深めるための基盤となる． 
2.2 提案モデルの実教育現場への応用 
提案する振り返りモデルは，学生が授業内容を効

授業中：発話を録音

授業後：Whisperでテキスト化

ChatGPTを用いて要約・配布

復習用の資料を同時に作成

AI

図 1. 提案システムの概念図 
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率的に復習し，理解を深めるための有効な手段とな

ることが期待できる．実際の教育現場での応用を想

定し，授業終了後の短い時間を利用して，学生が自

動生成された要約と質問を通じて学習内容を反芻す

るプロセスを構築する．このプロセスにより，学生

は自主的に学習内容を振り返り，理解を確かなもの

にする機会を得ることができる． 
具体的には，授業内容に沿って，より詳しく理解

を深めるための起点となる質問項目を AI で自動生
成することが考えられる．また，あらかじめ用意し

ておいた関連分野における資格試験の過去問題集の

中から，教授が話した授業内容にもっともよくマッ

チする問題を提示することも，授業内容をより深く

理解するための一助となると考えられる． 
 
3. プロトタイプの実装 
本章では，提案する教育モデルを実現するための

プロトタイプシステムの設計と実装について述べる．  
3.1 システムの概要 
図 1に概要を示す提案システムでは，大学の講義
やセミナーで発話される言葉をリアルタイムに録音

し，それを OpenAI 社が提供する音声認識ソフトウ
ェアである Whisper を使用してテキストデータに変
換して処理する．このテキストデータは，ChatGPT-4
を用いて重要なポイントを抽出し，授業の要約を自

動生成するための入力として使用される．また，生

成された要約に基づき，受講生がさらなる理解を深

めるための質問を自動的に生成する． 
3.2 授業内容の要約と質問生成 
主に教員が授業中に発話した内容から得られたテ

キストデータは，ChatGPT-4 の自然言語処理能力を
活用して，授業の要点を簡潔にまとめた要約へと変

換する．この過程では，特定のキーワードやフレー

ズの重要度を評価し，内容の要約に必要な情報を選

択する．そのために使用するプロンプト文字列は，

「以下の講義内容から，主要な概念とその関連性を

抽出し，要約形式で提示してください．」「提供され

たテキストを分析し，重要な理論的枠組みとそれが

現実世界でどのように適用されるかを要約してくだ

さい」「授業で取り上げられた技術的手法やツールに

ついて，その機能と利点を要約形式で説明してくだ

さい」などである． 
 
4. 情報教育への応用 
4.1 情報教育における振り返りの重要性 
情報技術の基礎を学ぶことは，現代社会において

学生のキャリア形成に欠かせない要素であり，情報

教育における振り返りのプロセスは，学習内容の理

解と定着を促進する上で非常に重要である．ITパス
ポート試験や基本情報技術者試験などの，国家試験

である資格試験は，情報技術の知識を総合的に評価

する基準として機能している．これらの試験は，学

生が情報技術の概念を理解し，適切に応用できるか

を測るための重要なツールである． 
4.2 過去問を活用した振り返り 

IT パスポート試験や基本情報技術者試験の過去
問を活用することは，学生が授業内容を深く理解し，

情報技術の重要な概念を身につけるための有効な方

法である．授業内容の要約とマッチした過去問を使

用することで，学生は実際の試験形式に慣れ，学習

した知識を実際の問題解決の文脈で適用する練習が

できる． 
このプロセスは，学生の批判的思考能力や問題解

決能力の向上に寄与する．また，自動要約や質問生

成機能を組み合わせることで，学生が授業内容を効

率的に振り返り，自己評価を行うプロセスを効率化

し，さらに効果的にすることが可能である． 
4.3 質問項目の生成による学習サポート 
受講生からの能動的な質問が出ない場合に，AIに
よる質問項目の自動生成は，学習者が授業内容をよ

り深く理解し，批判的な視点からも考えるための有

効な手段である．とくに ChatGPT-4 のような AI を
活用することで，学習者は自分で質問を考える際の

参考になるモデルを得ることができる．AIが質問を
生成することは，学習者に次に自分がどのように質

問を考えれば良いのか，どのポイントに注目すれば

理解が深まるのかという道筋を示すことにもなる．

このプロセスを通じて，学習者は自らの思考を整理

し，より効果的な学習戦略を立てられるようになる． 
AIによる質問生成の利用は，学習者が授業内容に
対して能動的に取り組む機会を提供し，自律的な学

習能力を養うことに貢献する．このアプローチは，

情報教育の分野に限らず，さまざまな学問分野での

学習サポートに応用可能であり，学習者の幅広い思

考能力の向上にもつながるものと考えられる． 
 

5. おわりに 
本研究では，情報技術教育に AI を活用した新し
い教育モデルを提案し，Whisper と ChatGPT-4 を用
いた授業内容の自動要約と質問生成が学習効果を高

める可能性を示唆した．将来的には，このモデルを

さらに発展させ，多様な教育分野への応用や AI 技
術の進化を通じて，教育支援の可能性を広げていく

ことが期待される．今後の研究で，効果の検証と応

用範囲の拡大を目指していきたい． 
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